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10:00〈開会〉

10:10基調講演①『森は海の恋人活動について』 講師　畠山重篤氏

11:10基調講演②『棚田と森の歴史』（仮題） 講師　中島峰広氏

11:40牡蠣づくしの昼食ワークショップ

13:00ミニ講演①『牡蠣礼讃』 講師　畠山重篤氏

13:30 講師　永野昌博氏

14:00パネルディスカッション＆団体活動発表

『都市や海辺の人が山を意識して生活する意味を考える』

●パネラー　

平野英明氏 （「奥三面の原生林を守る会」事務局）

岩野行孝氏 （「棚田フットワーク」代表）

永野昌博氏 （森の学校「キョロロ」学芸員）

松川奈々子氏

（NPO法人「かみえちご山里ファン倶楽部」事務局）

中島峰広氏 （NPO法人「棚田ネットワーク」代表）

畠山重篤氏 （「牡蠣の森を慕う会」代表）

●コーディネーター

市嶋　彰 （「棚田の楽校」代表）

15:30まとめ/ふりかえり

16:00〈閉会〉

ミニ講演②『棚田と森が育てる生き物たち』（仮題）
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“棚田”は基本的な食糧生産以外に幅広い多面的機能を有していますが、近年特にその環境保全機能が注目されてきています。


かつての棚田は周辺を雑木広葉樹に囲まれ、そこからもたらされるゆったりとした水の流れと栄養豊富な水質は、米づくりに欠かせない安定した水の確保とおいしい棚田米の味を支えていました。そのため農家の人たちは周辺部の森林（山）も棚田と一体と考えており、棚田での米づくりは同時に山の手入れを含めた大きな意味を持っていました。


しかし、棚田をとりまく環境は各種開発により一変し、森と棚田が分断され、保水機能は低下し、森と棚田を行き来していた生物の循環は阻まれ、その多面的機能が充分に発揮できなくなってしまいました。


宮城県気仙沼市では、すでに十数年前から牡蠣養殖漁師たちが牡蠣の収量にかげりが見えてきたことを憂え、湾に注ぎ込む川の源流に木を植え森を育て、その下流域の海を再生させようという試みに取り組んでいます。この活動は、漁業だけにとどまらず広く林業や農業の、さらに都市生活のあり方までに大きな影響を及ぼすことを示唆しています。


私たちは、森も含めた環境保全こそ真の棚田保全、さらに下流域への環境保全につながることを、改めて問い直す時期にきているのではないでしょうか。
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棚田の楽校


２００９年度


開校記念


フォーラム








主　催：棚田の楽校/環境共育ネットワーク「ワンダースクウェア」


共　催：奥三面の原生林を守る会/十日町市立里山科学館越後松之山森の学校キョロロ/ＮPO法人かみえちご山里ファン倶楽部


協　力：NPO法人新潟水辺の会


後　援：新潟県有機稲作ねっとわあく/新潟県自然・環境保全連絡協議会/棚田フットワーク/NPO法人棚田ネットワーク


（社）にいがた緑の百年物語緑化推進委員会/第１５回全国棚田サミット十日町市実行委員会/（財）山の暮らし再生機構


新潟日報社


　　　　

















『基調講演「森は海の恋人」著者“畠山重篤氏』
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会場では
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●酒井英次が画く


　新潟の棚田絵画展開催


●市民団体の活動報告紹介


ブースを設置します


●十日町の棚田周辺の生き物展示


（森の学校キョロロ協賛）
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第十五回　「全国棚田サミット」　十日町（十月十六・十七日）開催記念


「ひとつぶの　しずくがつなぐ　山と海」


～森と棚田の再生が教えてくれること～





―酒井英次プロフィールー


１９４１年新潟市生まれ。新潟市秋葉区（旧新津市）在住。棚田の楽校１期生。“田んぼに入る絵画き”と称し、県内外の棚田を歩き回り画いている。











★１０００円（会員・当日入会された方も含む）


★１３００円（一般）


※牡蠣づくしの試食昼食付き


ワークショップにて気仙沼産の生牡蠣、牡蠣飯、牡蠣汁を用意しています。


○終了後、ゲストの皆様を囲んで懇親会を予定しています。（先着２５名様）


会費　４０００円予定（学生等３５００円）


※予め講座への参加と合わせてお申し込み下さい。





プログラム　





授業料（資料代を含む）





日程：5月16日（土）


10：00～16：00





会場：新潟市総合福祉会館


5階大集会室





定員：限定100名


（申込先着順）
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		13:00		<開場> カイジョウ												9:30		〈開場〉 カイジョウ

		13:30		<開会> カイカイ												10:00		〈開会〉 カイカイ

		13:40		酒井英次「四季の棚田」スライドショー サカイエイジシキタナダ												10:10		基調講演①『森は海の恋人活動について』 キチョウコウエンモリウミコイビトカツドウ						講師　畠山重篤氏 コウシハタケヤマシゲルアツシ

				●講師　 コウシ				沢畑　亨氏（久木野ふるさとセンター「愛林館」館長）								11:10		基調講演②『棚田と森の歴史』（仮題） キチョウコウエンタナダモリレキシカダイ						講師　中島峰広氏 コウシナカジマミネヒロシ

		16:10		パネルディスカッション「山里の暮らしと町の暮らしを結ぶ食」 ヤマサトクマチクムスショク												11:40		牡蠣づくしの昼食ワークショップ カキチュウショク

				●パネラー				青木　勝氏　　 アオキマサシ		（長岡市山古志支所長） チョウ						13:00		ミニ講演①『牡蠣礼讃』 コウエンカキライサン						講師　畠山重篤氏 コウシハタケヤマシゲルアツシ

								広町克己氏　 ヒロマチカツミシ		（十日町市松之山中立山在住）						13:30		ミニ講演②『棚田と森が育てる生き物たち』（仮題） コウエンタナダモリソダイモノカダイ						講師　永野昌博氏 コウシナガノマサヒロシ

								荒木隆子氏　 アラキタカコシ		（棚田の楽校一期生新潟市在住） ザイジュウ						14:00		パネルディスカッション＆団体活動発表 ダンタイカツドウハッピョウ

				●コメンテーター				沢畑　亨氏　		（「愛林館」館長）								『都市や海辺の人が山を意識して生活する意味を考える』 トシウミベヒトヤマイシキセイカツイミカンガ

				●コーディネーター　				市嶋　彰氏　		（棚田の楽校代表）								●パネラー　		平野英明氏 ヒラノヒデアキシ		（「奥三面の原生林を守る会」事務局） オクサンオモテゲンセイリンマモカイジムキョク

		17:20		まとめ/ふりかえり																岩野行孝氏 イワノユキタカシ		（「棚田フットワーク」代表） タナダダイヒョウ

		17:30		<終了予定> シュウリョウヨテイ																永野昌博氏 ナガノマサヒロシ		（森の学校「キョロロ」学芸員） モリガッコウガクゲイイン

																				松川奈々子氏 マツカワナナコシ		（NPO法人「かみえちご山里ファン倶楽部」事務局） ホウジンヤマサトクラブジムキョク

																				中島峰広氏 ナカシマミネヒロシ		（NPO法人「棚田ネットワーク」代表） ホウジンタナダダイヒョウ

																				畠山重篤氏 ハタケヤマシゲルアツシ		（「牡蠣の森を慕う会」代表） カキモリシタカイダイヒョウ

																		●コーディネーター		市嶋　彰 イチシマアキラ		（「棚田の楽校」代表） タナダラクコウダイヒョウ

																15:30		まとめ/ふりかえり

																16:00		〈閉会〉 ヘイカイ
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